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’ ウ ス タ ビ ガ Rhodinia 　iugtl‘v 　Butler 「こ 就
’
匸

　　　　　　　　　 梅 谷 與 七 郎 （農林 省蚕糸試驗場）（1950 年 4 月 27 日受領）

　緒 1 　ウ ス タ ビ ガ Rh 　odinia 　fugax の 卵態越 冬現象並 に 其 繭糸 の 性駅及 び利用 につ い て 硯究 を績行中で

あ る が，先 ず 1947 〜’48 の 2 世代 に 亘 り蜜瞼室 の ロ ーカ に て 飼育 して そ の 生活史を 翻 桑し ， 他 方越年卵 の 胚

子 發育Xt拌 　5形態 的變化 を 調査 した 。 こ こ に 休眠胚子 の 形 態，生活史及び昆虫 の 體節 に つ い て遞ぺ る。 因 に ．

本表 題の 下 に 1949 年 IG 月開 催の 昆虫學大會席上 に於て 大要 を發表 した が，昆虫 の 體節に つ い て は最近 14
　　　　　　　　　　　　　ク

節 が 理 論的 に も實 際的 に も合理 的 で ある こ と 力期 か に さ れ た の で ，此 部分は 訂正加 筆する こ とに した 。

　且 休 醒 歴子 の 形 態　昆虫 の 卵態越冬現象に つ い て は ，既に 著者は 麟翅 目及 び 直翅 目 22 毬 に つ い て ，1930

年 以來觀察 し來 り，そ の 結果を 1943 年 に ま と め て 蚕糸試 瞼場報 告 に 發表す る豫定 の と こ ろ　事變 め た め 發

刊 に 至 ら ず ， 唯同報告第 lt 卷 b 號 （
’44）にそ の 摘要を 豫報 した に 止 つ た 。 最近幸に 印励 の 邏ぴ に 至 り先 日

同報告 12 巻 4 號 に て 公 表 され た 。 そ れ に よ る と昆虫 の 卵態越冬 の 胚子 形態は 5 群 に分類 され て い る。

t

　　 ．●

　第 工 群に 屬 す る 休眠 型 は 最 も幼稚なダル マ 形期 pyrlform 　stage で あ り　第 2 群 に 屬す る休眠 型は ア レ イ

形期 du 皿 b−bell　shaped 　 stage で あ り ， 第 3 群 に 屬す る 休眠 型 は 細長期 elongation 　stage で あ り，第 4 群　　　　
v

に 縄 す る 休 眠型は 突 起膨 成期 ，
■
所 謂 牛 發 育期 append 辱ge　ferJnation　Stage （halfnevelop 皿 ent 　Stage） で あ

り ・ 第 5群に屬す る 休眠型は 幼虫完成期 pre−larval　Stage で あ る 。

　扱 て こ の 内第 4 群 の 突起形成期 に 屬す る 昆虫 ほ 一
般 に 非 休眠 型 を 収 る らの が多 い p 特 に バ ツ タ．オ オ th　v

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

キ リ 等 の 直 翅 R に 於 て 然 りで あ る o 而 して 鱗翅 目 に 於て は未記 録で あつ た が 著者 は こ れ に も此越冬形 式を と一

る 敷 種 を 見 出 し て い る 。 そ の 中代表 的 な ク ヌ ギ カ レ ハ Dendrolitmts　undans 　excellens 　Butle「 に つ ・ ’て t
／

ウ ス 9t
’
ガ と關係 が 深 い の で こ こ に略述す る o 著者は ク ヌ ギ カ レ ハを 4 年聞 4 世代 に 亘 り實驗室内 に て 飼育

しそ の 生 活 史を調 査 したが ， 本 種 は バ ツ 女類 の 非休眠型が 示す よ うな單純な もの で な く．初期 の 胚 子期 （ダ

ル V 形 ） に て 第
一家 の 休 眠型を と b ， 冬期 聞第 二 …究に 非 休眠 型 を 示 して 越冬 す る こ と を 明 か に し た 。 帥 ら本

種 は 10 月 中旬 産卵す る と約 1 日 に て ダル マ 形 期 に て 自 巳 休 止 dijapauseに 入 り ，　 Il 月．下旬 ま で 固 く休眠

し，そ の 時 の 外 温 ユ5° C 前 後 の 時期 に 休 眠 破 れ て 再 發 育 を 始 め る 。 再 發 育 後 は 環 境 が低温 （10〜15°C ）な る ｝こ
．

も拘 らず胚 子 は よ く發育 し て ，
12 月 中旬 に は 各突趨綾現 し，下 旬 頃 に は 所謂牛發 育期 （第 2 圖ぽ 3 月 中旬頃

の 胚 子 ） と な る o 然し冬 期 聞 の D〜5° C の 低 褞 に 發 育が 抑 綱 され て 休 止 状 熊 と な り．Ut月下 旬外温 の 上 昇 と

共 に 發育 始 ま り ，
4 月下旬 反轉期を終 え ， 5 月下旬孵化す る o 若 し ll 月下旬か ら 3 月に かけ て 250C ’

に て

催青す る と、20 日前 後 に て 孵化 す る o 故 に 第 二 戎 に ぽ非 休 眠型を示 し て 越 冬す る こ と を 知 る D

　 −■般 に 自己休止現象 diapaUSe は 2 大 別 し， 一は 休眠 型 dispause　 type で あ り ， 他 は 非休眠型 皿 on −

diapause　type で あ る 。 前 者 は 主 と し て 内的 原 因 に 支 配 さ れ 固 い 目 己 休 止 に 入 る もの 、 反之後 者 は主 と し て

外 的條件 〔特 に 褞 度）に 支配 され て 休眠を 強 い ら れ るもの で あ る 。 故 に 後 者は 一
定 の 温 度 を 與 えれ ば 必 ず 胚

子 は 發育 し て 一定期 間 中に 孵 化す る o

m て ウス タ ビ ガ の 越 冬 胚 子 は 此 第 4 群の 9鮴 眠型 矚 し ・
11 月下旬鰐 畷 ・’外 m の 15 ° G 前後 に て よ く發

卩
．　

一

育進 み ，12 月下旬 か ら 1 月 に か け 突起形 成 期 （第 2 圖）と な り ， そ の ま S 冬期 の 低濫に抑制 さ れ て 休 止 歌態

を 績 け ， 3 月下旬 よ り再發育を 始 め ，
4 月 中旬反輔 を 終 え て 下旬孵化す る o 故 に 11〜3 月 に 2評 G に て ew菁・．

す る と短 期問で 孵化 す る 。

　斯 く突起 形成 期 に て 越 冬 す る 理 由 に つ い て は 拙著論 交 （1946 ） を 參照 さ れ た い o 要 は 此 時 期 が 一般昆皐

に 共通な 現象 と して 認 め られる ， 卵 丙水分 の 減少期 で あ る こ とを 示 す 。 此減水期 dehydrati 。 n 　 ei代謝水

皿 elabOlic 　water の 馘 水 を 暗 示 L ，少 く と も彑三化學的作用 の 中止期或 は 其作用が 頗 る綏慢 に 行われ て い る こ

と を 示 す ，從 て 外 界 の 低 盗 な る 不 良 環境に 鉗 して 抵抗力 が 強 く其龝轉 有な る 越 冬 を 最 も合理 的に完毬 す る も
の と思われ る o

唯 こ こ に 問 題 が 鞄る 。 ク ヌ ギカ レ i・e‡ 1u　 n 　pP 旬 琵 卵 して ダ ・・ マ xe期 に て 第一玖 の 休 眠やを 示 し， 1 胖

後破れ て 冬期 を突起形域期に て 第 二 次 に非休 眠型を示 して 越冬す る が ， ウ ス タ ビ ガ は 10 月下旬か ら lt 月上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
t
　　　　　 鴇　　　　　　　　・　　　　
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　 　 動 物 學 雜 誌 　 　 ．　 ．第 59 卷 ． 第 、，號

旬睚 肌 て い ・ ・ 果 し て ・ ・ ギ ・ … の anく第 峨 に ダ 腑 嬲 に て 短 期鮴 眠型 を 示す の 禰 撫 か 今
の 處 硼 で SSる 。 こ の m”ta 日の 研究 に 挨 つ 瑚 か にし なければ な ら な い 。

il 生 鞭 糎 を 踊 代に 亘 つ ・ 飼醐 察 した ・ ・ ズ ・ ビ 物 繭膜 しい 緑色 の 。 マ 康 似た蹴 を呈
して い る の で ・ ヤ 劬 マ ス と俗 驪 れ て い る 。 よ く好事家に よつ 嬾 察 され て い る の で ，

・
そ あ欝 は ＿

黼
知 噂 柄で あ り・別に 目新 しい もの で な い が ，瀦 の 得 た 觀鞴 果を ま と め て 亥 裁 示 ナ 。

第 1 表 ウ ス タ ビ ガ の 世代 （期 7〜1948 年）
一

瞬
」
　1　9　4　7　年　　　　　　　 1 1　9　4　8 　年

　　　　　　 「
　 ｛ ．
特 　　　　　　　　長

矗
卵

4 月 21 日　長　21mm

孵… 化　　幅　1．6mm4
月 14 日　長 22mm

孵 　化 　　幅 　L7mm
　 球朕や や扁干 黒 褐 色

一
1 4 月 21 日 饐長 5．1m 皿

4 月 28 日 齢期　8 日

4 月 14 日體長 55  

4 月 20 日 齢期 　 7 日

頭 部及 び 臨 黒 色各節 の 突起に 艶
剛 毛 隼ず 　　　一

II 4 月 29 日 體長 10皿 m

5 月　8 日 齢期 10 日

4 月 21 日體長 11．7皿 皿

5 月 2 日齡期 　12 日
・

、

頭 部及 び 體 ，黄線 色 ， 胸 3 節 ， 黒色

帶あ り， 体側線に 黒色條 あ り

1工1
塾

5 月 9 日 体長 18mm
5 月 17 日 鯑期 　 9 厨

5 月　3 目 体長 2a6mm

5 月 17H 齡期 　巧 日

頭部及 び 体 ， 黄緑色 ， 側醸 の 黒色條
あ る もの 又 は な い もの あ り， 胸 3節
及 び 尾節突 起最大

lV 5 月 18 日 體長 ” mm

5 月 數） 日 齡期 13 日

5 月 18B 體長 347mm

5 月 28 日齡期　 11 日

顯部 及 び 腹面 線色 背面黄緑 色 ． 胸3 節及 び 尾節 突起大，各節に 6 突 起
勃 然 ・剛毛 5【r6 本生ず

V　

　

　

　

匿

5 月 31 日 體長　 42mm

6 月 30 目譲長 　70mm

5 齢幼虫期 　 　 30 日

營 　繭 　中　　　 7 日

5 月 29 日體 長 432m 血

6 月 22 日盛長 75つ 皿 m

5 齡幼 虫期　　　26 日

營 　繭　中　　　’7 日

前同　側線 の ヒ ダ明瞭，．そ の ヒ ダ の

下各節 に 〔坊 mm の 青 籃色の 13 節
明瞭，各節 の 突起 に 岡 毛を缺 く．胸
3 節 尾筋 突起 太大先端 青籃色，觸 わ
る一と奇 聲を 發 す特長 あ り， ．營繭ほ 支
柱 よ り，開 口 部 最後　　　　　　　　　r

蛹

　　　　 長　　　幅
7月 7 日 ♀28．5　m15 ．8mm
　　　、♂ 191 旧 m 軌 3皿 畄

10 月 24 日　　108 日

　　　　 長　　　幅
6月25 日♀3α 5n1【n 　16．2mm
　　 　 ♂ 222mm12 、5mm

10 月 26 日　　124 日

饐黒 褐色，口 部位 淡茶色，頭部 の 先

端 に 白色 の ヒ ダ あ り

成　 蟲
置0月 25 冒♀ 開張 100mm

　11 月 1 日　　 7 日

10月27 日 ♀ 開張 92rnm
11 月　3 日　　　 7 日

鏃欝 ，鬻聡霧 贈
凹帶 あ り

世

　
代

卵期

幼虫

蛹

成虫

約 　　、 165 日　　　 約 　　　 160 日

約 　　　　77 日　　　　約　　　 ．78 日

約　　　　108 日　　　　約　　　　124 日

約　　　　　7 日　 一　　 約　　　　 7 日

，各 期間ほ年又 ほ 個體 に よ つ て 著 しい

相異 あ り，大 體最多個體數 の 築均 を

示す ， 卵期 は 見 込 日數 な り，倚越 冬

胚子期 は 非休 眠 型 を 示 す
＿＿一丶一一一一・

計 蠡勺　　　　357　日　　　　　　　　　　　藩勺　　　369　日

　　　　　　　一＿
　　　　 、　　　　　r
そ の 年 に ょ り墻減 あ り

1

　前能第 1 表 の 結某・
か ら 大 婆 就 の こ とが判 る 。

1 陥 黼 の 長短脚 ・ よ つ て 一定 ・ な L ・で ・嬬 ・ 驢 囃 ・吠 ぎい ・ とを 示 す ． 郷 鋼 過に 鴃
差 が な い o 虫質は 頗 る 強 健 で ，室 内 飼育は 容易で あ る o

　
IJ） 室内飼育 の もの は 野外 の もの に 比 し て纏過 や や 劣 り，幼虫 もや や 小 さ くな る 。 時 々 霧を 吹 か け る 方が

効果 的 で あ る 。 幡 な ど脹 野縣 鮪 町 ‘よ ア ・ 从 シ と 黼 さ れ て い 礁 ど水分を 恥 。 賜 、る野蚕 ｝。it
降 雨 ほ 必 須條 件 で ある ら し い o 　　　 、

助 銚 に 翊 化 さす 駘 蛹の 購 ｝・ は 水 分 の 供勸 ・賜 蟹 あ る 。 常 に 乾獻 態に 保 つ と 羽化 頗る木ジ
良 と な り．M 化 して も饐翅萎縮 し て 俳張 せ ず ， 交尾淕卵又 不 良 と な　z−。 本樋 の 如 く約 3 ケ 月間 も蛹饐に て 夏 　　

゜
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昭 和 25 年 （1950 ）12 月　　　
一

ウ ス タ ビ ガ Rhqdiniafttgax　Butler に 就 て 　　　　　　　　　　 15（280）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

眠 estlvatlen す る もの は ，時 々 霧 な どを 吹か け て 水分を供 給 す る必 翼 がある 。
カ マ ス の よ 5に 上部開 口 せ

る繭に 入 る 降雨が 繭の 下端 に あ る約 2mm の 孔 よ り誹水 され る事fiit面 白 く， 斯 か る 孔の な い
一

般野外 絹糸

虫 の 繭と 比較す る と 種 々 の 興 味 あ る 示唆 を 與 乏 る 。

　IV 〕　ウ 7・タ ビ ガ は 卵態越冬をなす が ， 蛹體に て 約 3 ケ 月以 上 （108 〜124 日） 夏鼠 estivatian を と る o
．

此 黜 ま ク ス サ ン ，ク ヌ ギ カ レ ノ
｝以 上 の 長期間を 宗す 。 而 して 休 rl：期 の 蛹饐丙 部 は 脂肪 に 充 ち器官 の 新成 認 め

　　第 1暗 ウ ス タ ピ ガ の 5 黝 虫 ｛x わ
　　　　　 上 ， 側 面 　　下 ，背 面

　　　白駐 は 0・5mm の 球3伏の 突起を示す

軅 繍 蠶賛驪 毳鑼鷄鷺豊夏撫 ｝鸛衡 1に1：lne
ξ撓詔 纛 韜蠶

’る （第 構 照’e こ れ “ よつ て 燃
・・

l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 taげ

IH 融 の 蠅 昆 虫 の 融 期の 斷 は 周 知 の邇 り ・3 莇 よ 喊 り・　 t，Lrt 　 5
前記 ウ ス タ ビ ガ の 幼虫 の 鰍 突起 に よ つ て 明 力 ・に 13 箇 が 肉眼 に て 識別 　 th
せ ら れ る o 然 るに 蚕 に 於 て ほ 肉眼上 12 節 しか區珊さ れ ない の で ， 古 く

か ら 12 節 な り と 儘 々 木忠次 郎 先 生 な ど に 教え ら れ 1
一般歡科 書 に も明 　　　tL　 　 3

記 さ れ て い た o 今 日爾そ の 先 入 主 か ら脱け 切 れ な い 人 もあ る の は 遺憾 で

あ る 。既 に 三 宅 ・八木 ぐ20）は 最 麹節の 前部 と 尾角 と の 間 に 剛 毛 な どの

排列 其 他 の 特 長 か ら 1節 を 區 別 し ，
13 節 な る こ と を 明か に し ， 須田　（

’20〕

も亦 トラ 斑 の 觀 察 か ら肉眼 的 に 13 節が 區別 さ れ る こ とを主張 し た o ．然 　　
’
妃 　 10

し普通 の 蚕で ほ 肉眼的で は や は り明確 を缺 き 12 節 しか 區別 さ れ な い o

　扱 て 第 2 圖に 羯げ た突起形成期 の 胚 子 は頭褶 を 1節 とす れ ば 18 節 が

朋 か に 認め ら れ ， 頭褶に は 上唇 labn 皿 觸 肢 anten ηa の 各突 起が あ り．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．tl r績 く 3 節に ほ 各 々 上 顋 mandib ！e 下甑 maxi ］1a 下唇 labiu叩 の 突起が ．

agめ ら れ る 。 こ れ ら 櫛 が 鮪 遏程 に 於 て 合 一し て 幼虫 の 頭部 と な るS・　 Pb °
昌畠’騨… 一

「
… J

　 tモ 1B

續 ぐ 3 節には胸 肢突起があ り，幼虫 の 胸部 とな り， 續 く9 節は腹節 と な　 第 2 圓　鱗翅 目 の 突起形 成期 の

器繖 縦 譱 鷺瓣瀞
胸繍 と腹魍

詰 驫臨 m

謂
力1蹴 搬纛騾騰 灘 驤警碁脇 竃聽 課靆 鯲 的

繼 謂鞴 黷 麒 享驟 垂1蕪 し て い 転 r灘 黻 ガ
最近扇田宗

一
（50 ）は 第 9 腹睡 氣 門 （正 常蚕 の 氣 門 は 第 8 腹節 ま で 　 ・1 腹肢突趨 Abd・ mi ・ al 　 t・g

に 存す・蝿 ・ 突 然 變 異蚕・ 覦 ・ た・ 處 ・・第 ・噸 節 ・勘 れ る部 位 黷 門陥羅窓駈。 ＿

に 更に過剰 氣門 の あ る 突變種 を 發 見 し， 鏘 3 圖 に 示 し て あ る よ 5に 腹部 　　1〜18 環 節 Segments

ら れ ず ， 所 謂組織解離
』
histo】ysis か ら 組織 創 或

幽
histo−

gerlesis　rc移 ら む とす る臨界 期 に あ る こ と が 明か に され た が ，　　　　 　ノ
此 朕態 は 蛹 證 に て 越冬 す る柞蚕 ，Fr シ ヤ 〉圏

』’
オ オ ミ ズ ァ

オ ，シ ン ジ ユサ ￥等 と全 く同樣 で あ る o 故 に diapau8e を 廣

潮 に 解 程 す れ ぽ ヴ ス タ ビ ガ は 蟻随 に て 夏眠 L 卵態に て 非休

眠 型 を と る複式 の diapause を 示 す もの と 言 え る o

　V 〕　5 齡期 の 幼虫に 觸 わ る と 奇霹 を 發す る 。
一それ は 驚 い

て 上部環 節 を 動か す 時 の 羯節 面 の 接 觸 か ら起 る ら しい o ，此

奇讎 は 周知 の 通 り
’
ウ ス タ ピ ガ 幼虫を特長ずけ て い る o

　VI ） 5齢幼虫 の 黄線色の 背面 と濃緑色め腹面 と撓を なす

側礫が 隆趨 して ヒ ダ を形成 し て い る 。 そ こ に 05mm の 球

■ ．
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12 號

　 V 　　 》l　 Wl 　 w 　　
一
　　 は 11 節よ り成 る こ と を 明 か に し た 。 田 中は 蘊 田 の 親 く 11 節は 尾脚

　 　 に お くを 窮 當 な り と 主張 し て い る o
「

　 　　 薯 者 （
，26）ほ 既に蚕 の 環節 に つ い て雄峨 の 交尾 噐 の 變 態 を 隈察 し，

　 　 蛹の 腹 部 環 節が 如 何 に 變 態 す る か を檢討す る こ と に よ つ て ， 環 節 の 行

t 　 　 　 　 　 　 　 励 朝 か とな り躅 節籔 が 明確 と なる と信 じ，
へ wv ド器宮 の 移廠

　第 3 圓 　邉剰氣門蚕（諞 田 よ り ）　　 ぴ 除去 の 實驗を 行 つ た o

　　　　　
v 〜XI 攤 黝 　 　 　蚕 の 蛹 の 腹部 は 肉眼上 櫛 力劔 め られ る 。

　x の 第 墹 に 鰾 の 交尾
　　 　 　 an

’
　 肛　　　　　　　　　　　門

　　　　　　　　　　　　　　　　 器 を 示 して あ る が ，少 くと も腹節 の 第 9 と雛 10 の 兩 筋 の 行 方 が 判 然 　 ・

と して い る e 　

’
國1ち 凸形 の Saccus （ea）ほ 第 9 腹板の 變形 し た もの で 　　　

・
　　

』
　 噸 ，　　　 、

あ り， そ れ に 相 對峙す る 菱形 キ チ ン 板 〔dc）は 第 9 背板 の 變形 した

もの で あ る o 此第 9 節 の 背腹 兩 板 に よ つ て ， ヘ ロ ル ド器 冒 （雄 の 成

虫 Pt） か ら形 成 きれ る 交尾 器 が 挾さ翻 Lて 都合 よく形成され て い ．

る 。 こ こ に 示 す 交 尾 器 の 陰韮 （P ），射精管 （eg ），陰華鞘 （僻 ），丙鉤

ha ・pes （hs）・か くや く器 （・り，陰莖 め 3 對 の 蓮動筋肉 （Pm1 ，
P 皿 2

，
P 皿 3）ば 皆 へ P ル ド器官 か ら形成 さ れ る 。 訳 に 　第 10 腹節

の 變形 は 肛門を 駟む 強 固 な キ チ ン 拔 で あ り．腹板は ScaphiUtn （5ca ）

とな り背板 は 交尾作用 に 距 要 な る役割 を 演ず る 鉤器 uncns と な る e

　私 は 以 上 の 變態 か ら腹節 ．少 くと も第 9 と第 10 兩節 の變形を 明

か に し腹締 を 10 とす
一
」る こ とを 要常 で ある と 結論 して お い た o 然 る

に 田 中や藹 日が 設 く 14 節 を 眞 な り とすれ ば ，以 一ヒの 交尾 醫 の 形態

か ら 玉4 節 を 理 論 ず け ら れ な い もの か を考察 した 。

　先 ず ヘ ロ ル ド器 官 を 除 去 す れ ば 殘 る もの は 環節 よ り變形 した 器 宮

の み で あ る 筈 で あ る o 次 の 第 ら圓 に 示す よ 5 に 第 4 圓 と 對照 して ，

形 嘆され ない 器官 は 陰壁 ，陰莖 鞘 射 精管 ，丙鉤 ，陰 鯛 動 筋 肉 ，

an ・一

一　輔一一sa

一一一一，dc

＿＿＿＿，監伽

一　一一　一r　＿un
− 一一　Scm
−一一

↑cm

蒐5 囲　ヘ ロ ル ド器 宮 を 除 去 し七 形’
　　　 成 され た 雄嬢 の 後部 器 官
εa 　 Saccsu （第 9 腹板 ）
d ・ 菱形 キ チ y 板 （第 9 背板 ）

P3

dG

d

か くや く器等 で あ り ， 殘 つ

た 器 官 は 環 節 の 變 形 し た も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 脚
・の の み で あ る o 鄲 ち saccgs 　 dc

（ag　y 腹板 ， 菱形 キ チ ン 板　ha

〔第晴 板）， それ に醐 と 濫
肛 門 を 圍む キ 再 ン 板だけ で sea

ある。　　　　　　　　　　
un

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 an

　扨 て saaphiUm 　1と uncus ・
cm

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼

3

　 　 　 　 　 　 　 　 L
　 　 　 　 　 　 　 r　 e 卩

　 　 　 　 　 　 　 ttki

　　　第 4 圖 　蚕雄i蛾の 交尾 器
eg 　 射精管
sa

’
　 SaCCus （eg　9 腹板）

P 【口 1 陰莖 第 1 筋肉

pm2 陰莖第 2筋肉

P ・L3 陰莖 第 3 筋 肉

陰蓮 鞘
菱形 キ チ ン 根 （第 9 背板 ）

．
Harpes 　．（内鉤）
陰 　莖

か くや く器

一；丶 一

Scaphium 〔第 10va 板）（或 は 11節）
皿 cus （鈎器 第 玲 背核）〈或 は u 節）
肛　門　　　　　　 ・

第 10節の キ チ ン 皮膜 （梅 谷
，
別 ）

に 蓮 な る キ チ ン 板 は 形態的に 図 て そ の origin を 局
一に し な くで もよ

い 程 ， 構成 力變 つ て い て，前 者 は 頗る 強 固 な る キ チ ン 板 で あ る に 反

し ・ 後者 は 皮 膜 に 近 い キ チ ン 板 で mantされて い る 。 故に 此 直腸を包
む腹背爾板の キ チ ソ 板 〔Scm ・Tcm ）を 第 10．腹節 よ り變 形 し寿もの

とす れ ば ・續 く scaphlUm と unc 閃 は 夫 々 簗 11 腹節 の 腹背兩板

の 變形 し た もの と考 え られ る 。 故 に腹節を 11 節 と な し， 胚 子 期 の

明確 な 11 腹節 （第 2 圖 ） と一
致 せ し め て も，變 態 に於け る 器官 の

Scm 直腸を包む キ チ ン 板（第 10 腹板） 形成か ら 理 論的 1ご説明 が つ け られ る と宿ず るもの で ある 。 而 して 田 ．

諭 覊鸚騨〜論 醐
1° 黻 〕

”
・ ・融 が 認 ・ 鵬 ・・ 節に 踊 者 ・ 覦 ・ 爾不 嗷 黝 嬲 い

un 　 UneUs （第 11 背板）　　　　　 私 は 編田 の 設 く第 11 腹節は雄嬢 の 第 】1 背板 〔Uncus ）と な り，田
・ n 肛

’
門 　 　 　 　 　 　 中 の m く尾 脚 は 第 ・・　maemの 腹 板 （Scaphi ・ m ）に 變形す る もの とな

言
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　 　 　 ・　　　、　　　　　　　　　　　　　　 滑
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

肺 お 年 σ95 °）12 月 　 　ウ ・ ・ ビ ガ 即 ・纛 蜘 ・酪 ・ ・i・ ・ 蹴 亡 ・．　 ・　 … （282）　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

す ご ≒姫 門の 臓 か ら考察 し て 最 も合騰 で ある 臑 ず る 。 th
・

こ れ ら の 點 は 髏 生eWJに觀 す る 要 が あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ケ

る で あろ 5 。 　 　 　 　 　
「
　 　 　 　 　 　 。 　 　 「

　要 す るに ウ ス ・・…
’
ガ （第 1・M ） 癇 蚣 ぴ 蚕の 交 騾 の 形態 （第 4 圖 ）か ら 見 ズ混 虫 の 幼蟻 齢 ・櫛 　 　

ノ

と す る こ とほ 肉 眼的 に 誤 り で な い 汎 謎子 の 形 態及 び 細 の 過纛 門の 突然變 異蚕 の 發 見から 14 體 節が主

彊 され て 獣 が ・交 尾器 の 變態 か ら第 14 饐眼 して も理 論的 に充分翻 が つ け られ る と結論 し 5 る 。

　　摘 要 　
1

・

．
ウ ス タ ビ ガ を 1947〜’48 年に 露世代を實驗 室丙 に t 飼育 し， 其 生 活史及越冬 現象 を觀察した 。

幼虫 の 5齡 の 各齡期 ・蛹體期（103 〜124
−
N ）・

．
胚子期 （160−L ・IF5 旦）ほそ の 年 の 顕 境に よ つ て 支配 され て 一

定 しない ・ 虫質は 醗 で 鮪 嬲 で あ？たカ1・や は 囑 外の もの に 比 して 劣 る。 時 “・ ，特 に蛹臘 町に は 紛 　 　 ，

（霧 ）の 供給 を必 魁 し 乾燥 xxewに 3 ケ 月 も放任す る と M 化 不 良 と な り，　 m 化 し で も開張 せ ず從 て 交 尾薩卵

『

も不 良 と な る ・
5鰥 盛 期 の 幼虫 に 職 ・る と驚 い て 上暢 を 左 右 に 融 す る・ 獅 奇灘膿 す る 。 嫡 灘は

・

本 樋 を特長 学け て い る が ，その 9 ．Ft環節面 の 接髑 よ 嘘 る もの ら しい σ

・ 　 　 　 　 　 ・　
’d

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 δ

　
2

， 本種 は 秋期 の 約 3 ケ 月 hi8tog8neS 三8　g 始まらタと す る臨 界期に あ る蛹膿に て 夏眠 （郵ti7atioρ） し ， 卵

態 に て 越 冬 実る ・ 越冬形式 は 非休 齣 1に 屬 し ・鸛 の m く5 群 の 昆虫 の 卵態越 冬 形 式 中第 4 群 に tw る突
起形威期・所謂孚發 育期 に て 冬 期を經遏す る が ， 適 遷　（25

°C） を 奥え れ ば 一定 期間丙 に 孵化 し．

．
自皀休 止

diapause して い ない こ とを 示す 。　 　　 　 　　
『
　

’

　3
， 5 齡幼虫 の 背画は 黄緑 色．瞑面ほ濃線色 。

』
そ の 境を なず側線が 涯起 し て ヒ ダ を 形成 L ， そ の ビ ダの 上

　 ロ

に 13 覈 の 光澤ある 淡青籃色の 0・5mm の 球献突起が 認 め られ ド 幼 虫 り 13 體節を 肉眠 的 に 明 示 して い る D 著　　
・°

都 麹 交尾 器 の 變 態及 び ヘ ロ ル ド器 官 の 除 」en 　＋；u 植實驗 に よつ て 13 體節 を既｝こ確 か めた 。 最近 藕 田が

過剰簫門 の 突變種を發 見・L ・
】4 體筋な る こ とを明 か に した 。 こ れ t：eswr）kらば 著 者 の 主張す る 13 饐 節 の 變

形 され た と い 5Scaphium と uncus を 第 14 節 と し， それ に績 く キ チ ｛・taを 第 13節 よ り變 形 した もの と

すれば 働 虫 嘘 節は ・4 な る こ と交尾器 の 變態か ら で 碑 黝 に 糊 され る 。 正七點 鮹 發生學的に 確か め

る 要 が ある 6 　　　　
尸「

　
『
　

‘
　　　　　　　　　　 ．　　 ・　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　 ．

　　　　　　　　　　　　　　Nー．

　艾 献 躍 田宗一 ’50 蚕兒 の 體節數 に つ い て ，蚕 糸學大會に て 公 表 ・
三 宅騨一 ・八 木誠政

・20
’
蚕 業 新報

N 。・325 畊 鋸
’26 蚕體解剖 鞴 1 東京 ・明 文堂 須 田金之in・ ’2・ 蚕 業新報 N ・．327 樗谷與七 副 26 　

一

工 C ・1】・Ag ・i・Uni ・ ・T ・ky・

．
9 　 　

” 46 蚕糸試驗場報告 t2 〔4）

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　 R6sum δ

．　 　 ・　
’
　 　 ．　 On 　Rh ・dinia ノ毳8塀 Butler 　 　 　

』
”

　　　　　 YOSH 】CHIRO 　UMEYA （Sericultural　Expd 士iment　Station
，
　Tokyo ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 慧

「m ・ 1・「 Vae ・f　R ・f・g ・ X ・　h・t・h・d 。Ut ・ f ・99S・ C ・11eCt・d　i・ th・ fi・ld・　
’
W ・r・ rea・ed　 ；n ・U ・ i・劬 t・ry −

for　two ・generatio ηs （1947−
’48）・to　obser ▼e　their 　life　history　and 　hibgrnation ．

5・
　
Tl ・ lif・ higt・ry・The 　P ・’i・dg ・ f　 each 】・ tT ・ 1・ i・ ・t・… P ・P ・ e・・q ・ d ・ゆw ・ w ・r・ n 。t　・ lvrays。・n ・tant 　

l

・・ tゆ w … c ・ ・加 11・d ・ ・der　tb晩 ・diti・ps。f　 th・t
』
y ・ a ・・　 F ・ r 　ih・）thncq 　th ・ 画 i・ri ・f・ th・・1・ rv ・1　 lif・

isマarinb1 ・　 in　 th ・ ljmit 。f　 77−78
−
diay・・　 th・ P ・pa 　i・ 108−124．d・ys　 nnd 　the 　 embry ・ ifi　 160−165　 d。yS

「esp ・c‘ively・　 Th ・ w °「 ms 　 ’ea 「ed 　 in　‘hd 】・b。 ・・t
ρy

刪 ・ alw ・y ・　h ・・lthy・b・ t ・ 。t ・』・9・。d ・・ th・・e

．
，i・

・h・ fi・ld・　E ・p ・ci・ ！ly・the　ad ・］・・　 whi ・h
、　

・m ・・g呼
i・ 驚h・ … 皿 ・wbi 　e 　almost

’
　
unab ］・ t・ ・P・n ・ th。i，　 wi 。gs

… Ugh ・−apd 　t・ m ・t・　 w 」th 　 ea ・h ・th… Un ！・SS　tl・e　P ・P・e　 w ・・今贓 ・tim … SUbjeCt ・d・t・ Jnoist　c6hditi 。 nS ．
It　i・

．
・ f　m ・ st　 intere・t　that　th ・ full−gr・ wn ！a ・va 　 titt−ers 　a 　・・nall 　 ・ u ・i。u ・ … und 　 wh 。ne ▼ er ｛he　 anteri6r

segments °f　itg　b°（！y 　s 「e　suddenly 　bended．　This 　is・ ne
　．

・ f
　

”hs・ac ’er ’StiCS・f
沖

・ ．sp ・・ieB．．

　B・EmbTl．enjc 　 hiberriation・This　 Bpecies 　 takes　 pupal 　 estivation 　for　otier　th
’
r．ee 皿 onths 　in　the 　 sutu ［nn

・ s　 w ・ll　afi−　・mb ・y ・ pi・ hibernat董。 n 　in　th・ winter 　 m ・nths ・Thg ・type ・f　emb ・y ・・i・ hib鼻matl ・h　 eeEin 。d

tp　be▼° ng 　t° th ・ f° ・「th　9・e　
1P 　 whi ・h　i・ ・n・ ・f　th 。　ffア・ hibernati・9 甲

。tip・ i唾 臨 ヒ・ whi ・h．　w …

elaEsified 　by 　the　precent 　suthor 　（
’
46）・In　genersl，　t

’
he　eggs 　of　this　fLou】rth　group 　are 　u ε ed 　tb　唇how

L

ρ

幽
4

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　 ．

　　
’
　　　　　亀

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
齟
　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 嘲　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　
齟

　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　F　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　 18（283）　 　 　 　 　 　 　 　 　 動
’
物 、學 雛 誌 　 　 　 　 　 ．

、 第 59 卷 ・第 1繊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

鹽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 隔 　　　

齟
　　　　　　　　　　　

．
　　　　　　　　　　　　．　　 ．F　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　

　　 the　n σローdiapsuse 　type ，　pasgipg　the 　winter 皿 onths 　with 　the 　s  ge 　of 　apPendage
．
for嘩 ti叫 8〔》

一  alled　’
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヒ

　　丗 ・ haSfa ・▼・1・pment 晦 9q 　Tb ・f・f・ ve
，・．P99s　b・1・nging ・t・ thI・ typel．・』・ uld 　hat・h　i・ ・ 曲 ・耽 ・periOd

’

　　，under 　the 　incubat 玉ou 　of 　the　8uitable 　te 皿 perature 　of 　250C　（ses　the　author
’
s　 report 　of　1946〕・．　　　　　　　　　 ．

　　　　C ，The 　nuuiber 　of 　larval
’
8egments 　 of　 insecte．　 In

．
tho ．】ar ▼昌 of 　this　epecies

，

』
．th

甲
e
』
9ill 　 be 聯 n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　thi畑 ・ P・ i・・　Of
’

・・血11 ・bh・rica1 ・pT ・ ・岬 ・強 5mm 　i・ d弖・皿 ・t・・ 。・ ・a ・h ・egment 　hlbng ．the ・ lat・・al
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　・

，ide 。fl　th 。 1胛 a　with 　g・ eeni ・h　y・ll。w ．・n ・th ・ d6
’
・・al　a ・ d　with ．　d・・k　 gr・ ・n ・n　 the 　 vent ・aL 管 騨

　　
』
pr   酬 are マory 　beautiful　and 　are 　o ζab アilliant　light　iudigo　oOlour ・　Th 叫 　the 　pre8enbe 　of 　the3e

　　 pfoo 蝉 pro ▼e8　that　there　are 　thirteen βeg 皿 ent3 　in　tbe　larva　（fig　1）皿 nder 　the 　nak 畔d　eye ．、

　　　　No ▽
，
　Ttinaka 　ぐ28）　ha60hce 則 99ested　th ρ

o τ 6tioally 　tha序
．
　the　number 　gf　sqj 【non し8　0f 　the 　三皿 s 〔娼

　　 larva　Inay 　be　fourtoe ロ fro皿 the　vjevrpOint 　bf　morphological 　observations
、

．on 　the　segment 日　of 　tho

．

si］｝c・ … em ・ry・ （・e ・ f・＆ ・）・R 甑 1・… 眦 （・・）・・・ … m 蜘 ・ ・ゼ th… lk… 血

’

w … hh
甲 　

・

　　twb 　p ・ irP ・ f ・pi職 ・1面 ・ th ・
．1・就 tw 。 顱 血 i・逸 1 旦・gm ・di・ i・ whi ・h ・ ・pi蜘 1・・ a ・・

』・f・ ・血 岬 ・ ・thr
．

　　 ロ orinsl 醜ato ，　and 　then 　hb　bGi囗ted　out 　throe　8egment 　in　thi日 region 　but　they
幽
w 脚 not 　 c夏oar （8eo

　　 fig．3 ）a ゴd　he 三n 曲 賄 d　that 　tl｛e
巳

口 u 皿 ber　of 　eeg 甲 entS 　ill　the　Ia亨▼a 　m 贐5t　 be　foロrteen 　i囗 nu 血 嫩 ．　 a 凹

　　 Tanaka 　inferred　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　　　　A ・ th 。　pi・・ent ・uth ・r　h・・ 61・eady ・・姻 ・d （
’
26）．　th・ ・ 山 nbe ！　6f　th ・ 6・g皿 ・池 ・f　i慮 ・電．】ar ▼a 　m 聯 　 ，

・
　　 be　decided　from、　the 　fesults　of 凪 orphokDgi 硬 建l　obeer ▼atio口 80n 　tho　 meta 田 orphosi8

’
of 　ma10 　9en 藍tali馬

　　　accordlng 　to　the　tmap 嚢…ntation 　or 　the　exti 叩 ation 　bf　the 正田 nginal　diec　of 　xth 呂
Horold ’

s　org 跚 from

　　　▼ hich　a 　geni 量1』ia　fo皿 5　fro皿 these　experime ロta1　ro6ult5 ，　the　author 　hag　pointqd　pu 生 that 　the   aphiu 皿

　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　，
　　　（6t∈rcロ ite）unGu8 （terglte）　and

．
．　their　 extonding 　chitinous 　plat甲　are 　respoctively 　traneforEned 　fro皿

　　．．th ・ thi舳 nth 暇 m ・ n ロ f　F ・ k ・da… t・tm ・ut　i・ t・・“ ・・ m ・nti 。 n ・d ・bOve．　i鸞 illり・ th・  ht 加 be

　　　theoretica1璽y 　demonstrated　by　the 　following 　disGu88ion。　The 　saaPhiu 皿 and 　the
’
uricus 　are 　tra坦虧『or 皿 ed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ト

　　　f・・ mth ・

．
f・mrteenth ・egm ・・ t，　 wh 量1・ th・i・ e ・ t・nd ・d　ahitin ・Pa．pl曲 f・・ m 　th・ t蹴 ・enth ・Th ・

◆
　　　problem 　 in 止 e　conoe 面 on ，　however ，　 m “ 就 be　 re 臼01 鴨 d，　again 　 by　 more 　 embryologi 帆 置 inv 《＄t…gationB

　　　j鯰 　the 　future，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　
．

、 病理 的 蠍 態 に 於け 轡 の 代 謝 を 論 じ艤 r・の 部 分 に 分 け る こ とが 出縣 。 後 斗・の 部分 ｝瑚 降 者 たち に よ
・

る 臨 床的 研究 に よ り得 られ た もの で あ b，あ ま り生 物 胆 肴 の 興味 を 惹 くよ 5な鼬は な い の で 前牛 の 部分 に つ

1
．い て の み そ の 内 容の 大略 を の べ るg　　　　　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　 ．

　　生饅の 鰯 の 吸收に 關 して ，Fe59，球艸 に よつ て し らぺ られた結果，胃粘膜オここ れに 重要 な役割を演ず るこ

　と が 知 れ ，且 つ 吸孜率 は ，投 輿量 を 増 大 さ せ れ ば，逆 に淵眇す る こ とが 知れた 。 更 に ，．こ の 野孜 の メ ガ ニ ズ ・

ム に 關 し て IilGTanick の 説 を 紹介 し て い る・ こ の 説 は 淌化管 中 の 粘液中 に ア ポ 7
声 リ テ ィ ン ・ ラ ェ リテ 1 ン

な る蛋白 を考 え鐵 ほ こ の 蛋 白 に 吸收 さ れ て 滔化 管 よ り血 中 に 入 りそ こ で グ ロ ブ リ ン と結 合 し て 肝 ・脾 ・骨脂

　等 匿邏ばれる と・ゆ 5 。 そ し て Granick は 194q 年
．
に 實際 に こ の蛋白を 靜液 中 か ら 坂 り出 した o デ ポ フ ェ リa

　テ ィ ン ほ 鐵 と結 合 して フ ‘ リ テ ィ ン と な 鄭 これ は そ の 重量 の 23％ の 賊 を含む o
・
こ の 蛋 白は ヘ モ グ 卩 ビ ン め

分 解に よ う て 生ず る グ ロ ビ ン の 集合 し て 出來 た もの と 考 え られ ， 或い は 事 で に 蜘 られ て い る 昏 モ シ デ リ ン な

　る色素 と 同
一

物 で あ るか も知れ な い o 　　　　　　　　　　　　　
．
　　　　　　　　　 ．．．． ．　　

ttt

　　弐 に 排 泄 に闘 し て は ， 腎 に よ る もの ， ある い は ，潰化管内 壁 を 通 ず る もの 等は殆 ど 無親す る こ とが 出來， ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

大部分 は 瞻汁 の 中 に 含 ま れ て 排泄 さ れ る ご とが 判明 し た o （片山一〕　　　 ．　 ．　　　 t ．　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　　 抄 　　 ．　 録 　　　　　　　

．
　　　　　　　 ．．

　　　　　　Hahn ，　P ．　H ，
’48　The 　use 　of 　radioagtive 　isotopes　i皿 the 　study 　of 　iron　　　　．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　

　
　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 1

． s−
and

．

h・m ・ gl。卿 m ・ t・ b・ li・m 　F・ d　 thr　 phy ・i・1・ 9￥．
・ f　the 　e ・yth 「°cytes ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　 Adv ．．in　B重gl ＆ Medical 　Pbysics　1． ・

　本綜 設 の 凛 題 ほ 鐵及 びヘモ グ ロ ビ ン 及び赤 血 球の 代謝 と なつ て い る が ， 内容 を 見 る と，今 日 ま で の 實驗吃》・

段階に 於て は ，ヘ モ グ ロ ビ ン 或 い は 赤 血球 の 代謝を詭ず る に は 至 ？ て お らず ，む し ろその 前段 階の鐵 の 代謝

め 研 究 に 止 つ て 居 る 様 に 見 え る 。 内 容を 大 別 す る と ， 生 理 的な状態に 於 ける鐵 の 代謝を 論 じた 前 申 の 部 分
’
E ，

厂　 ・

5
’

　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


